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研究成果の概要（和文）：運動主体感の研究は，手の動きが主要な関心であり，体の全体的な移動は扱われてい
ない．本研究は，体の全体的な移動による運動主体感を，視覚・注意の特性と関係づけようとするものである．
そのため，固定した自転車を用い，視覚刺激により自己移動を起し，運動主体感の注意分布への効果を検討し
た．運動時の視覚の基本特性，低次・高次の有効視野を評価する実験を実施し，運動速度に従って，視力，有効
視野どちらも低下することを示す結果を得ることが出来た．しかしながら，新型コロナの蔓延に伴い，実験実施
が困難となり，視覚入力の整合性と視知覚・認知特性，自己運動感の有無と変化検出感度などに関する見当は未
実施となった．

研究成果の概要（英文）：We analyze the sense of agency arises from the movement of whole body, 
although ｍost studies of sense of agency focus on hand movement．For the purpose, we analyzed the 
effect of sense of agency on visual attention by using a fixed spinbike and visual stimulation, such
 as radial motion of random-dot pattern. We analyzed the basic visual performance such as acuity and
 size of effective visual field during simulated movement, and found that both declined as the speed
 increased. However, because of the spread of covid virus, we could not expand the study to more 
complicated factors,such as the efect of input consistency on visual perceptual or attentional 
performance, or the effect of vection sense and the sensitiveity to self motion.

研究分野： 実験心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は，現在，あまり注目されていない，身体全体の移動からの運動主体感に注目し，身体運動
に対して生態学的な妥当性を持つ自転車漕ぎを用い，自己運動感を得つつ，安定して刺激観察ができる手法を用
いた検討を実現した点にある．歩行，走行に伴う身体移動は，人間の根源的な行動であり，視覚とも深く結びつ
いている．そうした条件での身体移動感，その運動主体感と，ペダル操作などの，進化的に見ても，身体運動と
結びついていない運動からの自己運動感，そこからの運動主体感の差異，そこからの視覚，注意特性への効果を
検討できれば，自動車運転の安全性，自動運転事態での安全性に与える示唆は大きい．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

 運動主体感（sense of agency)とは，自分の意識で自分の行動（action）を制御し，さらに外部の事象

の変化を引き起こしたという主観的な感覚を指す．この概念は，現在，感覚，知覚と行動との関係を論

じる上で中心的な概念となりつつあり，また，ロボット等の機械を人間が制御する場面の高度化におい

てキーとなる概念として注目されている．しかし，これまでの運動主体感の研究では，手の動きと，視

覚的な対象の関係が主要な関心であり，制御者の身体のグローバルな移動に対する運動主体感とい

う問題は，ほとんど扱われていない．本研究は，操作者自身の体の全体的な移動に注目し，さらに，そ

れが操作者の視覚的な注意の空間分布と関係づけようとするものである．身体全体の運動に関する

運動主体感に着目する点，また，それを空間的な注意分布として評価する点はまったく新しいものであ

り，現在開発が進む自動車の自動運転技術に対しても示唆に富む結果が期待される． 

 学術的に，最も挑戦的な点は，これまでほとんど注目されていない，身体全体の運動における運動

主体感に注目した点である．こうした事態において，注意の空間的分布を計測するという試みも先例が

無い．身体運動に対して生態学的な妥当性を持つ自転車漕ぎを用い，自己運動感を伴いつつ，比較

的安定して刺激観察ができる実験手法もあまり例を見ない． 

 

２． 研究の目的 

本研究の主要目的は以下の２点に集約される．①自己移動を伴う身体運動時の知覚・認知特性の一

例として，自転車走行時の視覚特性，とりわけ低次・高次の有効視野その他の，知覚・認知特性への

効果の検討を行う．②その時，運動と視覚入力の整合性（生態学的な妥当性），運動主体感を操作し，

そうした要因の効果の検討を行う． 

 自転車走行時の研究はいくつか存在するが，本研究が目的とする自転車走行時の視覚特性，特に

注意の空間分布の問題をあつかった研究は見当たらない．本研究では自転車をローラー台装置に装

着し，低速から高速までの自己移動をシミュレートし，身体が比較的安定した状態で，視知覚・認知特

性を検討する．同時に，運動主体感の操作も行い，運動主体感の強さの注意分布への効果をも検討

する．このような試みはこれまでには無く，これまで見過ごされてきた自己運動と視知覚・認知の関係

性を解明する端緒を切り開くことが期待できる． 

 

３．研究の方法 

本研究では，自転車を固定し，負荷を与える，ローラー台と呼ばれる装置を装着した自転車を用い，姿

勢を比較的安定させ，模擬的ではあるが広い範囲の速度域での自己運動を伴う実験事態を実現し，

自己運動時に運動主体感を操作しつつ，視覚機能の測定，とりわけ有効視野の測定を実施する．こう

した具体的な測定の実施とともに，自己運動を伴う事態における知覚・認知実験の手法を確立させる

ことも併せ目的とする． 

 本研究は，以下のような５分野の分析を，以下に記すような方法で実施する計画であった． 

1) 自転車走行時の視覚の基本特性，低次・高次の有効視野との関係 

・静止時，および様々な速度での走行条件を用いて，視力，低次・高次の有効視野を計測・比較する．

視覚的な運動感を誘発する刺激（背景刺激）として，放射状に拡張・収斂するランダムドットパターンを

用いる．無刺激（無地），静止パターン，拡張（前進）,収斂（後退）刺激, および両者を混合し，全体とし

ての運動成分をバランスさせた刺激を提示する．背景刺激の速度は，自然な走行感が得られる値に

固定するこうした背景刺激と重ねて，視力・有効視野測定用のプローブ刺激を様々な離心率に提示し，

単純なプローブ検出課題，視覚探索課題等を実施する．この際，身体（胴体），頭部の動揺の多寡をモ

ーションキャプチャ装置を用いて常時モニターする．漕ぎの速さは，参加者の主観的な中程度の速度と

し，画面上の指示にしたがって適宜，変動させる． 



2) 自己運動と視覚入力との整合・不整合/運動主体感と視知覚・認知特性の関係 

現実世界では，ペダリング動作に対応した視覚刺激の流れ（オプティカルフロー）が生じる．この場合，

自己運動と視覚入力は整合性を持つ．前項で列挙したうち拡張刺激が整合的な刺激となり，静止，収

斂刺激は不整合刺激である．こうした，自己運動と刺激の整合性が視知覚・認知特性にどのような影

響を与えるかを検討する．さらに，整合時に，身体運動とは非同期な変化成分（正弦波状の変化）を混

入し，その振幅（運動主体感の強さ）と，視覚特性の関係を測定する． 

3) 変化の検出に対する自己運動の効果 

背景刺激の一部領域（パッチ状，もしくはドーナツ状）の運動速度を突然変化させた時の変化検出の感

度を上記の項目の各条件において測定し，自己運動の有無と変化検出感度との関係，とりわけ，その

視野上の分布を検討する．変化させる領域の位置，偏心度は組織的に変化させる． 

4) 二重課題による検討 

上記，各検討課題に於いて，自己運動の有無，整合性の有無については，身体運動の有無の単純

な効果，身体的な二重課題の効果である可能性がある．この点を，視野中央部に提示した RSVP 課題

の成績を測定し（二重課題），身体運動の有無と認知的な二重課題の効果と比較し，身体的な負荷の

認知課題としての効果を検討する． 

5）身体運動無しの移動感 

 自転車漕ぎを課さず，身体運動静止の状態で，画面上のオプティカルフローを観察しながら，画面上

に提示される指示にしたがって，スピードをハンドル上に固定したジョイスティックで変化させる．この速

度変化で観察者に運動主体感を持たせる．その上で，条件によっては，上記（２）項のジョイスティック

操作とは非相関の速度変化を加え，非相関運動の振幅を変化させ，運動主体感の強さを操作する．こ

の条件を，上記，２-4 項の条件に関して実施し，結果を比較し，身体運動そのものの効果と，運動主体

感の効果を切り分ける． 

 

４．研究成果 

運動主体感とは，自分の意識で自分の行動を制御し，外部の事象の変化を引き起こしたという主観的

な感覚を指す.この概念は，感覚，知覚と行動との関係を論じる上で，またロボット等を人間が制御する

際に重要な概念である.しかし，現在まで，手の動きと，視覚的対象の関係が主要な関心であり，制御

者の身体のグローバルな移動に対する運動主体感は扱われていない. 

本研究は，操作者自身の体の全体的な移動に注目し，操作者の視覚的な注意の空間分布と関係づけ

ようとする.身体全体の運動の運動主体感に着目する点，また，それを空間的な注意分布として評価す

る点に新規性がある. 

以上の目的から，自転車をローラー台装置に装着し，自己移動をシミュレートし，身体が比較的安定し

た状態で，視知覚・認知特性を検討する.同時に，運動主体感の操作も行い，運動主体感の強さの注

意分布への効果をも検討することを企てた．そのため，視覚的な運動感を誘発する刺激（背景刺激)と

して，放射状に拡張・収斂するランダムドットパターンを用い，自転車走行の条件（静止，および様々な

速度）を組み合わせ，視力，低次・高次の有効視野を計測・比較する実験を実施した．その結果，運動

速度に従って，視力，低次・高次の有効視野どちらも低下することを示す結果を得ることが出来た．し

かしながら，新型コロナの蔓延に伴い，実験実施が困難な状況となり，自己運動と視覚入力の整合性

と視知覚・認知特性の関係に関する実験，運動刺激の速度や方向を突然変化させた場合の変化検出

感度，自己運動の有無と変化検出感度との関係などに関する本格的な実験は実施に至らなかった．  
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